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訓
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鑑
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│
│

金
　
　
　
　
　
永
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一
、　
は
じ
め
に

　
『
古
事
記
』や『
日
本
書
紀
』に
は
多
く
の
日
朝
関
係
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
百
済
の
和わ

邇に

吉き

師し

（『
古
事
記
』
に
よ
る
）
が
日
本
に
『
論
語
』
十

巻
と
『
千
字
文
』
一
巻
を
伝
え
た
と
い
う
記
述
は
、
韓
国
に
と
っ
て
現
在
に
至

る
ま
で
日
本
に
対
す
る
優
越
意
識
の
原
点
と
な
っ
て
い
る
。
反
対
に
、
日
本
の

神
功
皇
后
に
よ
る
朝
鮮
半
島
征
伐
譚
は
、『
日
本
書
紀
』
と
『
古
事
記
』
に
始

ま
り
、
鎌
倉
時
代
中
・
後
期
成
立
と
推
定
さ
れ
る
『
八
幡
愚
童
訓
』、
応
安
年

間
（
一
三
六
八
〜
七
五
）
の
成
立
と
さ
れ
て
い
る
『
太
平
記
』、
そ
し
て
文
禄
・

慶
長
の
役
を
題
材
に
し
た
『
高
麗
日
記
』（
写
本
、十
六
世
紀
末
頃
成
立
か
）・『
吉

野
甚
五
左
衛
門
覚
書
』（
写
本
、
十
七
世
紀
初
期
頃
成
立
か
）・『
九
州
治
乱
記
』

（
写
本
、
一
七
二
〇
）・『
絵
本
朝
鮮
征
伐
記
』（
一
八
五
三
・
四
刊
）、
そ
し
て
随

筆
集
『
塩
尻
』（
一
六
九
七
〜
一
七
三
三
執
筆
）
の
巻
五
十
三
、
浄
瑠
璃
『
山

城
国
畜
生
塚
』（
一
七
六
三
初
演
）、明
治
時
代
の『
朝
鮮
暴
徒
実
記
』（
一
八
八
二

刊
）、
そ
し
て
『
小
学
作
文
全
書
』（
文
学
社
、
一
八
八
三
刊
）
や
『
小
学
帝
国

史
』（
神
戸
書
店
、
一
八
九
三
刊
）
な
ど
に
至
る
ま
で
、
小
説
・
随
筆
・
芸
能
・

教
科
書
な
ど
の
様
々
な
書
物
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
朝
鮮
に
対

す
る
優
越
意
識
の
原
点
と
し
て
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
を
は
じ
め
一
九
一
〇

年
の
韓
国
併
合
に
至
る
ま
で
、
日
本
が
朝
鮮
半
島
を
支
配
す
る
必
然
性
を
提
供

し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
の
う
ち
、
本
稿
で
考
察
す
る
『
本
朝
女
鑑
』
は
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）

に
刊
行
さ
れ
た
浅
井
了
意
の
仮
名
草
子
で
あ
る
。
本
書
は
漢
の
劉
向
の
『
列
女

伝
』
を
模
倣
し
て
、
賢
明
・
仁
智
・
節
義
・
貞
行
・
弁
通
・
女
式
の
六
篇
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、「
本
朝
」
の
歴
史
に
お
い
て
「
女
」
性
の
中
で
「
鑑
」
と
な

る
べ
き
人
物
八
十
五
人
を
選
ん
で
紹
介
し
た
女
訓
書
で
あ
る
。
当
時
の
徳
川
幕

府
は
儒
教
を
官
学
に
し
、
庶
民
に
対
す
る
教
化
政
策
に
努
め
て
お
り
、
北
村
季

吟
の『
仮
名
列
女
伝
』（
一
六
五
五
刊
）、黒
沢
石
斎
の『
本
朝
列
女
伝
』（
一
六
六
八

刊
）、
作
者
未
詳
の
『
賢
女
物
語
』（
一
六
六
九
刊
）
な
ど
の
よ
う
な
女
訓
書
の
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刊
行
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。『
本
朝
女
鑑
』
は
、
そ
の
中
で
も
最
も
代
表
的
な

作
品
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。

　

本
話
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、浜
田
啓
介
氏
が「『
本
朝
女
鑑
』の
虚
構（
下
）」

（『
国
語
国
文
』
第
五
十
六
巻
八
号
、
京
都
大
学
国
語
国
文
学
会
、
一
九
八
七
）

で
「
神
功
皇
后
」
の
出
典
と
し
て
、『
日
本
書
紀
』
第
八
巻
「
仲
哀
天
皇
」
条

と
第
九
巻
「
神
功
皇
后
」
条
、『
八
幡
愚
童
訓
』、『
太
平
記
』
な
ど
を
指
摘
し

て
い
る
の
が
唯
一
で
あ
る
。
浜
田
氏
が
指
摘
し
た
「
神
功
皇
后
」
の
出
典
に
つ

い
て
は
筆
者
も
同
意
し
て
い
る
。
し
か
し
、
了
意
が
『
日
本
書
紀
』『
八
幡
愚

童
訓
』
の
よ
う
な
先
行
作
品
を
活
用
し
て
、
ど
の
よ
う
に
女
訓
書
と
し
て
再
編

成
し
た
か
、
ま
た
、
本
話
を
創
作
す
る
に
あ
た
り
、
了
意
の
い
か
な
る
価
値
観

が
投
影
さ
れ
た
か
、
ひ
い
て
は
当
時
の
時
代
的
な
背
景
の
中
で
本
話
は
い
か
な

る
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
等
に
つ
い
て
は
未
だ
充
分
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
な

い
。

　

了
意
は
仮
名
草
子
で
最
も
多
く
の
作
品
を
残
し
た
作
者
で
あ
り
、
彼
の
作
品

は
仮
名
草
子
の
各
ジ
ャ
ン
ル
を
代
表
す
る
作
品
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
北
条
秀
雄
氏
が
『
改
訂
増
補
浅
井
了
意
』（
笠
間
書
院
、

一
九
七
二
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
当
時
の
書
肆
で
は
書
籍
を
多
く
販
売
す
る
た

め
に
、
作
者
を
当
代
最
大
の
人
気
作
者
で
あ
っ
た
了
意
と
偽
っ
て
出
版
す
る
場

合
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
了
意
が
執
筆
し
た
と
す
れ
ば
と
り
あ

え
ず
あ
る
程
度
の
部
数
は
保
障
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
作
品
を
読
む

読
者
も
多
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
「
雑
史
」
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
『
本
朝
女
鑑
』、
そ
し
て
そ
の
中
に
収
録
さ

れ
て
い
る
「
神
功
皇
后
」
は
、
歴
史
学
の
ほ
う
で
は
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
て
お
ら

ず
、
文
学
的
に
も
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
作
家
で
あ
っ
た
了
意
が
執
筆
し
、そ
れ
が
整
版
本
と
し
て
出
版
さ
れ
、

流
布
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
時
の
日
本
人
に
お
け
る
朝
鮮
観
の
形
成
に
も
非
常

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
疑
い
得
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、『
本
朝
女
鑑
』の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
黒
川
真
道
編『
本
朝
女
鑑
』（『
日

本
教
育
文
庫
孝
義
篇
（
下
）』
所
収
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
一
〇
）
を

用
い
る
こ
と
に
す
る
。

二
、　
出
典
の
利
用
様
相

　

そ
れ
で
は
ま
ず
、
本
話
の
全
体
的
な
内
容
を
出
典
と
と
も
に
簡
単
に
比
較
し

て
み
よ
う
。
出
典
を
記
す
に
あ
た
り
、『
日
本
書
紀
』「
仲
哀
天
皇
」
条
は
〈
仲
〉、

『
日
本
書
紀
』「
神
功
皇
后
」
条
は
〈
神
〉、『
八
幡
愚
童
訓
』
は
〈
八
〉、『
太
平

記
』
は
〈
太
〉
と
し
た
。

　

ま
た
、
征
伐
の
対
象
と
し
て
『
日
本
書
紀
』
で
は
新
羅
、『
八
幡
愚
童
訓
』

で
は
異
国
又
は
高
麗
、『
本
朝
女
鑑
』で
は
新
羅
又
は
三
韓
と
な
り
、諸
書
に
よ
っ

て
少
し
ず
つ
異
な
っ
て
は
い
る
が
、本
稿
で
は
そ
れ
を
統
一
せ
ず
、各
書
に
載
っ

て
い
る
征
伐
の
対
象
を
そ
の
ま
ま
記
す
こ
と
に
す
る
。
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⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 番
号

〈
八
・
太
〉
神
功
皇
后
は
海
の
中
の
磯
良
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
神
々

を
呼
び
、
干
珠
と
満
珠
を
借
り
て
、
新
羅
へ
と
出
兵
す
る
準
備
を
整
え
る
。

〈
神
〉
神
功
皇
后
は
海
の
中
の
磯
良
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
神
々
を
呼

び
、
新
羅
へ
と
出
兵
す
る
準
備
を
整
え
る
。

〈
神
〉
神
功
皇
后
は
天
事
代
な
ど
の
多
く
の
神
々
を
呼
び
、
熊
襲
を
征
伐

す
る
。

〈
八
〉
仲
哀
天
皇
の
時
代
、
異
国
が
日
本
を
攻
撃
す
る
。
仲
哀
天
皇
は
、

異
国
の
大
将
で
あ
り
、
鬼
で
も
あ
る
塵
輪
の
首
を
切
っ
た
が
、
結
局
敵
軍

が
放
っ
た
矢
に
討
た
れ
て
戦
死
す
る
。

〈
仲
〉
仲
哀
天
皇
は
神
の
言
葉
を
疑
い
、
熊
襲
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
が
、

何
も
成
果
が
な
か
っ
た
。
神
の
言
葉
を
聞
か
な
か
っ
た
た
め
、
翌
年
、
病

気
に
な
り
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
（
一
説
で
は
、
熊
襲
の
敵
軍
が
放
っ
た
矢

に
当
た
っ
て
死
ん
だ
と
も
言
わ
れ
る
）。

〈
仲
〉
神
功
皇
后
は
神
託
を
受
け
、
仲
哀
天
皇
に
「
熊
襲
は
不
毛
の
地
で

あ
る
た
め
、
そ
れ
よ
り
は
金
・
銀
・
宝
が
あ
る
国
新
羅
を
討
つ
べ
き
で
す
。

そ
う
す
れ
ば
熊
襲
も
服
従
す
る
は
ず
で
す
」
と
助
言
す
る
。

〈
仲
〉
仲
哀
天
皇
は
大
中
媛
を
妻
と
し
て
迎
え
、
麛
坂
皇
子
と
忍
熊
皇
子

が
生
ま
れ
た
。
こ
の
時
、
熊
襲
が
天
皇
の
命
令
に
背
き
、
朝
貢
を
行
わ
な

か
っ
た
た
め
、
天
皇
は
熊
襲
を
征
伐
し
よ
う
と
し
た
。

〈
神
〉
神
功
皇
后
は
仲
哀
天
皇
二
年
に
皇
后
の
位
に
就
い
た
。
幼
い
時
か

ら
聡
明
で
知
恵
が
あ
り
、
容
貌
は
美
し
か
っ
た
。

出
典

神
功
皇
后
は
海
の
中
の
磯
良
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
神
々
を
呼
び
、
干

珠
と
満
珠
を
借
り
て
、
新
羅
へ
と
出
兵
す
る
準
備
を
整
え
る
。

神
功
皇
后
は
天
事
代
な
ど
の
多
く
の
神
々
を
呼
び
、
先
に
熊
襲
を
征
伐
す

る
と
、
大
将
で
あ
る
塵
輪
は
死
に
、
敵
軍
は
降
参
す
る
。

仲
哀
天
皇
は
神
功
皇
后
の
助
言
を
聞
か
ず
熊
襲
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
た

が
、
敵
軍
の
大
将
で
あ
る
塵
輪
が
放
っ
た
矢
に
討
た
れ
て
戦
死
す
る
。

神
功
皇
后
は
仲
哀
天
皇
に
新
羅
・
高
麗
・
百
済
の
三
国
を
服
従
さ
せ
朝
貢

を
さ
せ
れ
ば
、
熊
襲
は
自
ら
服
従
す
る
で
あ
ろ
う
と
助
言
す
る
。

仲
哀
天
皇
は
大
中
媛
を
妻
と
し
て
迎
え
、
麛
坂
皇
子
と
忍
熊
皇
子
が
生
ま

れ
た
。
こ
の
時
、
熊
襲
が
天
皇
の
命
令
に
背
き
、
朝
貢
を
行
わ
な
か
っ
た

た
め
、
天
皇
は
熊
襲
を
征
伐
し
よ
う
と
し
た
。

神
功
皇
后
は
仲
哀
天
皇
二
年
に
皇
后
の
位
に
就
い
た
。
幼
い
時
か
ら
美
し

く
賢
明
で
、
思
慮
が
深
か
っ
た
。

『
本
朝
女
鑑
』「
神
功
皇
后
」
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右
の
表
を
見
る
と
、
前
半
は
『
日
本
書
紀
』
を
基
に
し
て
お
り
、
①
に
当
た

る
神
功
皇
后
の
人
物
造
形
に
関
し
て
は
第
九
巻
「
神
功
皇
后
」
条
、
②
以
下
は

第
八
巻
「
仲
哀
天
皇
」
条
を
出
典
と
し
、『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
記
述
の
順

序
を
逆
に
し
た
上
で
利
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
後
半
は
、『
八
幡
愚
童
訓
』
を
基
本
的
な
骨
格
と
し
な
が
ら
、
⑥
で

体
中
に
貝
殻
な
ど
が
付
着
し
た
醜
い
形
の
海
神
磯
良
の
出
現
及
び
そ
の
描
写
は

『
太
平
記
』
か
ら
も
着
想
を
得
て
構
成
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
れ
で
は
、
右
で
示
し
た
表
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
了
意
は
ど
の
よ
う
な
方

法
で
本
話
を
構
成
し
た
の
か
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

三
、　
神
功
皇
后
の
人
物
造
形
の
方
法

　

ま
ず
、『
本
朝
女
鑑
』
の
「
神
功
皇
后
」
に
見
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
、
神
功

皇
后
の
人
物
造
形
の
方
法
が
『
日
本
書
紀
』
と
は
異
な
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら

⑨ ⑧ ⑦ 番
号

〈
神
〉
神
功
皇
后
が
都
へ
と
戻
る
時
、
麛
坂
皇
子
と
忍
熊
皇
子
が
謀
反
を

起
こ
し
た
が
失
敗
す
る
。〈
後
略
〉

〈
八
〉
異
国
の
王
た
ち
は
戦
争
に
敗
れ
る
と
、
日
本
の
犬
に
な
っ
て
日
本

を
守
護
し
、
朝
貢
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
神
功
皇
后
は
大
き
な
磐
石
の

上
に
、「
新
羅
の
大
王
は
日
本
の
い
ぬ
な
り
」
と
書
く
。

〈
神
〉
新
羅
の
王
は
降
伏
し
、
朝
貢
を
捧
げ
る
こ
と
に
す
る
。
神
功
皇
后

は
金
銀
の
国
か
ら
各
種
様
々
な
金
・
銀
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
宝
物
を
持

ち
帰
る
。
高
麗
と
百
済
も
こ
の
こ
と
を
聞
き
、
神
功
皇
后
の
も
と
を
訪
ね

て
降
伏
す
る
。

〈
八
〉
敵
軍
が
強
く
抵
抗
し
、
戦
闘
が
行
わ
れ
る
。
高
麗
の
王
が
神
功
皇

后
を
嘲
る
と
、
神
功
皇
后
は
副
将
軍
高
良
に
命
令
し
、
干
珠
を
海
に
投
げ

さ
せ
る
。
す
る
と
海
は
陸
地
に
な
り
、
敵
軍
が
陸
路
で
攻
撃
し
て
来
る
。

神
功
皇
后
が
高
良
に
満
珠
を
投
げ
さ
せ
る
と
、
敵
軍
は
み
な
水
没
し
て
死

ぬ
。

〈
神
〉
神
々
の
お
か
げ
で
神
功
皇
后
の
兵
士
た
ち
は
新
羅
に
無
事
に
到
着

す
る
。

出
典

神
功
皇
后
が
都
へ
と
戻
る
時
、
麛
坂
皇
子
と
忍
熊
皇
子
が
謀
反
を
起
こ
し

た
が
失
敗
す
る
。〈
後
略
〉

神
功
皇
后
が
新
羅
の
地
に
上
が
る
と
、
高
麗
と
百
済
が
こ
の
こ
と
を
聞
い

て
神
功
皇
后
の
も
と
を
訪
ね
て
降
伏
し
、
各
種
様
々
な
宝
物
を
捧
げ
る
。

神
功
皇
后
が
磐
石
の
上
に
、「
新
羅
・
高
麗
・
百
済
の
大
王
は
わ
が
日
本

の
犬
な
り
」
と
弓
の
筈
で
書
く
と
、
後
代
ま
で
そ
の
文
字
は
消
え
な
か
っ

た
と
い
う
。

神
々
の
お
か
げ
で
神
功
皇
后
の
兵
士
た
ち
は
新
羅
に
無
事
に
到
着
す
る
。

新
羅
の
沖
で
神
功
皇
后
が
武
内
宿
禰
に
満
珠
を
海
に
投
げ
さ
せ
る
と
、
大

き
な
波
が
起
こ
る
。
新
羅
全
体
が
水
に
沈
ん
で
し
ま
う
と
日
本
軍
の
船
は

簡
単
に
新
羅
国
の
中
ま
で
入
っ
て
行
く
。
新
羅
の
王
が
降
伏
し
、
朝
貢
す

る
こ
と
を
約
束
す
る
と
武
内
宿
禰
は
干
珠
を
海
に
投
げ
る
。
す
る
と
、
陸

地
に
満
ち
て
い
た
海
水
が
す
ぐ
干
上
が
る
。

『
本
朝
女
鑑
』「
神
功
皇
后
」
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れ
る
。
ま
ず
は
、『
日
本
書
紀
』
の
該
当
部
分
を
引
用
す
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
の
『
日
本
書
紀
』
の
本
文
引
用
は
、
坂
本
太
郎
外
三
人
校
注

『
日
本
書
紀
（
上
）』（『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
第
六
十
七
巻
、
岩
波
書
店
、

一
九
六
七
）
を
利
用
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
神
功
皇
后
に
関
す
る
記
事
は

『
古
事
記
』
に
も
登
場
す
る
が
、『
古
事
記
』
は
簡
略
に
記
さ
れ
て
お
り
、
出
典

と
し
て
断
定
し
に
く
い
た
め
、
議
論
の
対
象
か
ら
外
し
た
。

○
第
九
巻
「
神
功
皇
后
」

気
長
足
姫
尊
は
、
稚わ
か

日や
ま
と本
根ね

子こ

彦ひ
こ

大お
ほ

日ひ

日ひ
の

天す
め
ら
み
こ
と
皇
の
曾ひ

孫ひ
こ

、
気お
き

長な
が
の

宿す
く

禰ね
の

王お
ほ
き
みの
女
み
む
す
めな
り
。
母い
ろ
はを
ば
葛
か
づ
ら

城き
の

高た
か

顙ぬ
か

媛ひ
め

と
曰ま
う

す
。
足
た
ら
し

仲な
か
つ

彦ひ
こ
の

天す
め
ら
み
こ
と
皇
の
二
年

に
、
立
ち
て
皇き
さ
き后
に
為な

り
た
ま
ふ
。
❶
幼わ

か

く
し
て
聡さ

と明
く
叡さ

か智
し
く
い
ま

す
。
貌は

な
は
だ容

壮か
ほ
よ麗

し
。
父か
ぞ

の
王み
こ
と、
異あ
や
しび
た
ま
ふ
。1

○
第
八
巻
「
仲
哀
天
皇
」

秋あ
き

九な
が
づ
き月
の
乙
き
の
と
の

亥ゐ

の
朔
つ
い
た
ち

己
つ
ち
の
と
の

卯う
の
ひに
、
群
ま
へ
つ
き
み
た
ち
臣
に
詔
み
こ
と
の
りし
て
、
熊く
ま

襲そ

を
討う

た

む
こ
と
を
議は
か

ら
し
め
た
ま
ふ
。
時
に
、
神か
み

有ま

し
て
、
皇き
さ
き后
に
託か
か

り
て
誨を
し

へ

ま
つ
り
て
曰の
た
まは
く
、「
天
皇
、何な

ぞ
熊
襲
の
服ま
つ
ろは
ざ
る
こ
と
を
憂う
れ

へ
た
ま
ふ
。

是こ
れ

、
膂そ

宍し
し

の
空む
な

国く
に

ぞ
。
豈あ
に

、
兵い
く
さを
挙あ

げ
て
伐う

つ
に
足た

ら
む
や
。
茲こ

の
国く
に

に

愈ま
さ

り
て
宝
た
か
ら

有あ

る
国
、
譬た
と

へ
ば
処を
と
め女
の
眛祿
ま
よ
び
きの
如
く
に
し
て
、
津つ

に
向む
か

へ
る
国く
に

　

1　

気
長
足
姫
尊
、
稚
日
本
根
子
彦
大
日
々
天
皇
之
曾
孫
、
気
長
宿
禰
王
之
女
也
。
母
曰

葛
城
高
顙
媛
。
足
仲
彦
天
皇
二
年
、
立
為
皇
后
。
幼
而
聡
明
叡
智
。
貌
容
壮
麗
。
父

王
異
焉
。

有あ

り
。
眼ま

炎か
か
やく

金こ
が
ね・

銀
し
ろ
か
ね・

彩
う
る
は
し
き

色い
ろ

、
多さ
は

に
其そ

の
国
に
在あ

り
。
是
を
楮丁たく
衾
ぶ
す
ま

新し
ら
き
の羅

国く
に

と
謂い

ふ
。
若も

し
能よ

く
吾わ
れ

を
祭ま
つ

り
た
ま
は
ば
、
曾か
つ

て
刄や
き
はに

血ち
ぬ

ら
ず
し

て
、
其
の
国
必か
な
らず

自お
の

づ
か
ら

服
ま
つ
ろ
ひ
し
た
がひ

な
む
。」〈
中
略
〉
❷
天
皇
、
神
の

言み
こ
とを

聞き
こ

し
め
し
て
、
疑

う
た
が
ひの 

情
み
こ
こ
ろ

有ま

し
ま
す
。
便す

な
は

ち
高た

か

き
岳を

か

に
登の

ぼ

り
て
、

遥は
る
かに

大お
ほ

海み

を
望お

せ

る
に
、
曠ひ

ろ遠
く
し
て
国
も
見み

え
ず
。
是こ

こ

に
、
天
皇
、
神
に

対こ
た

へ
ま
つ
り
て
曰の

た
ま

は
く
、「
朕わ

れ

、
周み

め
ぐ
ら望

す
に
、
海わ

た

の
み
有あ

り
て
国
無な

し
。

豈あ
に

、
大お

ほ

虚ぞ
ら

に
国
有
ら
め
や
。
誰な

に

ぞ
の
神
ぞ
徒

い
た
づ
らに

朕
を
誘あ

ざ
む

く
や
。〈
中
略
〉

然し
か

る
に
、
天
皇
、
猶な

ほ

し
信う

け
た
ま
は
ず
し
て
、
強

あ
な
が
ちに

熊く
ま

襲そ

を 

撃う

ち
た
ま
ふ
。

得え

勝か

ち
た
ま
は
ず
し
て
還か
へ

り
ま
す
。2

　

右
の
引
用
文
の
❶
で
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、神
功
皇
后
は
「
聡
明
」「
叡
智
」

の
女
性
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。「
叡
智
」
に
つ
い
て
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』

（
第
二
版
、
小
学
館
）
の
説
明
に
は
、「
す
ぐ
れ
た
知
恵
。
真
理
を
洞
察
す
る
精

神
能
力
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
す
る
用
例
に
つ
い
て
も
『
凌
雲
集
』

や
『
太
平
記
』
な
ど
の
文
献
が
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、了
意
も
「
叡
智
」

に
つ
い
て
、右
の
よ
う
な
意
味
と
し
て
理
解
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。し
た
が
っ

て
、
了
意
は
『
日
本
書
紀
』
の
神
功
皇
后
に
つ
い
て
、「
幼
少
の
時
か
ら
聡
明

　

2　

秋
九
月
乙
亥
朔
己
卯
、
詔
群
臣
以
議
討
熊
襲
。
時
有
神
、
託
皇
后
而
誨
曰
、「
天
皇
何

憂
熊
襲
之
不
服
。
是
膂
宍
之
空
国
也
。
豈
足
挙
兵
伐
乎
。
愈
茲
国
而
有
宝
国
、
譬
如

処
女
之
祿眠
、
有
向
津
国
。
眼
炎
之
金
・
銀
・
彩
色
、
多
在
其
国
。
是
謂
楮丁
衾
新
羅
国
焉
。

若
能
祭
吾
者
、則
曾
不
血
刄
、其
国
必
自
服
矣
。」〈
中
略
〉
天
皇
聞
神
言
、有
疑
之
情
。

便
登
高
岳
、
遥
望
之
大
海
、
曠
遠
而
不
見
国
。
於
是
、
天
皇
対
神
曰
、「
朕
周
望
之
、

有
海
無
国
。
豈
於
大
虚
有
国
乎
。
誰
神
徒
誘
朕
。〈
中
略
〉
然
天
皇
猶
不
信
、
以
強
撃

熊
襲
。
不
得
勝
而
還
之
。
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で
優
れ
た
知
恵
が
あ
り
、
容
貌
が
美
し
い
人
物
」
と
し
て
理
解
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

　

し
か
し
、
第
八
巻
の
引
用
文
を
見
る
と
、
熊
襲
が
謀
反
を
起
こ
し
て
、
朝
貢

を
捧
げ
な
い
た
め
、
仲
哀
天
皇
が
熊
襲
を
征
伐
し
よ
う
と
し
た
時
、
神
功
皇
后

は
神
託
を
受
け
る
。
そ
し
て
、
熊
襲
は
不
毛
の
地
で
あ
る
た
め
、
金
・
銀
・
宝

物
が
多
い
「
財
宝
国
」、
つ
ま
り
新
羅
を
征
伐
す
る
こ
と
を
助
言
す
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
了
意
は
、『
日
本
書
紀
』
第
八
巻
で
神
功
皇
后
が
神
か
ら
の

神
託
を
受
け
、
仲
哀
天
皇
に
助
言
し
た
と
い
う
の
は
、
第
九
巻
の
❶
で
言
及
し

た
「
聡
明
」「
叡
智
」
の
人
物
設
定
と
は
矛
盾
す
る
と
考
え
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
了
意
が
『
本
朝
女
鑑
』
で
神
功
皇
后
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
人
物
と
し
て
設
定
し
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

神
功
皇
后
は
、
開
化
天
皇
に
は
御お
ん

曾ひ

孫ま
ご

、
気お
き

長な
が

の
宿
禰
の
王
お
ほ
ぎ
みの
御
娘
、
御

母
を
ば
葛
城
の
高た
か

顙ぬ
か

媛ひ
め

と
申
す
。
仲
哀
天
皇
御
位
に
つ
き
て
、
二
年
と
い

ふ
春
、
①
皇
后
に
立
給
ひ
て
、
天
下
の
政
を
た
す
け
給
ふ
。
御
年
い
ま
だ

幼
く
お
は
し
ま
し
け
る
時
よ
り
、
御
か
た
ち
世
に
す
ぐ
れ
、
御
智
慧
い
た

り
て
賢
し
く
、
は
か
り
ご
と
深
う
し
て
、
よ
く
道
を
行
ひ
給
ふ
。
こ
れ
よ

り
さ
き
に
、
天
皇
の
御
叔
父
彦
人
大
兄
の
王
の
娘
、
大
中
媛
を
む
か
へ
て
、

此
御
腹
に
麛か

ご

坂さ
か
の

皇わ
う

子じ

、忍お
し

熊く
ま
の

皇わ
う

子じ

を
う
み
給
ふ
。
そ
の
年
の
春
二
月
に
、

越
前
の
角つ
ぬ

鹿が

に
幸み
ゆ
きあ
り
て
、
行か
り
み
や宮
を
つ
く
り
て
住
み
給
ふ
。
こ
れ
を
笥け

飯ゐ
の

宮み
や

と
申
す
。
此
年
熊
襲
の
国
、
天
皇
に
そ
む
き
て
貢
み
つ
ぎ
も
のを

奉
ら
ず
。
天
皇

大
に
怒
り
給
ひ
、
熊
襲
を
う
た
ん
と
て
軍
兵
を
あ
つ
め
、
舟
に
め
し
て
筑

紫
に
下
り
給
ふ
。
皇
后
の
た
ま
は
く
、「
②
熊
襲
は
い
や
し
き
国
な
り
。

さ
の
み
に
反
く
こ
と
を
憂
へ
給
ふ
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
に
ま
さ
り
て
め
で
た

き
国
あ
り
。
此
日
本
よ
り
は
、
西
北
の
方
に
当
れ
り
。
名
づ
け
て
、
新し

ん

羅ら

国こ
く

と
名
づ
く
。
そ
の
次
に
高か

う

麗ら
い

国こ
く

あ
り
。
そ
の
次
に
百は

く

済さ
い

国こ
く

あ
り
。
そ
れ

よ
り
次
第
に
、
国
多
く
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
ま
づ
こ
の
三
の
国
を
打
し
た

が
へ
て
、
貢
調
を
奉
ら
す
べ
し
。
こ
の
三
の
国
だ
に
従
は
ゞ
、
熊
襲
は
お

の
づ
か
ら
従
ふ
べ
し
」
と
の
給
ふ
。

　

右
の
引
用
文
の
①
で
神
功
皇
后
は
、
幼
少
の
時
か
ら
容
貌
が
美
し
く
、
知
恵

が
あ
り
、
賢
く
、
思
慮
が
深
く
、「
よ
く
道
を
行
」
い
、
天
皇
の
政
事
も
手
伝
っ

て
い
る
人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
日
本
書
紀
』
❶
を
も
と

に
し
た
も
の
で
、「
賢
明
」
な
る
人
物
と
し
て
の
神
功
皇
后
像
を
忠
実
に
受
け

継
い
だ
設
定
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
続
い
て
、
了
意
は
『
日
本
書
紀
』
に
は
な
い
②
の
文
章
を
新
た
に
加

え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
神
功
皇
后
は
仲
哀
天
皇
に
、「
熊
襲
は
い
や
し
き
国
」

で
あ
る
た
め
、
心
配
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
、
熊
襲
の
西
北
の
ほ
う
に
「
め
で

た
き
国
」
の
新
羅
が
あ
り
、
そ
れ
に
続
い
て
高
麗
・
百
済
が
あ
る
と
し
、
こ
の

三
国
を
先
に
征
伐
し
朝
貢
さ
せ
れ
ば
、
熊
襲
は
自
ら
降
参
す
る
で
あ
ろ
う
と
助

言
し
て
い
る
。
こ
こ
で
神
功
皇
后
は
『
日
本
書
紀
』
の
よ
う
に
神
か
ら
神
託
を

受
け
て
仲
哀
天
皇
に
助
言
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
自
分
の
洞
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察
力
に
よ
っ
て
日
本
周
辺
の
国
際
情
勢
と
動
向
を
把
握
し
、判
断
し
た
う
え
で
、

新
羅
征
伐
の
正
当
性
を
仲
哀
天
皇
に
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ

に
本
篇
で
い
う
「
賢
明
」
な
人
物
に
符
合
す
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
改
変
の
結
果
、
仲
哀
天
皇
が
戦
死
す
る
原
因
に
も
違
い
が
見
ら

れ
る
。
ま
ず
、『
日
本
書
紀
』
で
は
❷
の
よ
う
に
神
託
を
疑
っ
た
た
め
戦
死
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
、『
八
幡
愚
童
訓
』
で
は
先
に
異
国
が
侵
略

し
た
こ
と
に
し
、
塵
輪
と
い
う
「
鬼
神
」
の
首
を
射
て
「
か
し
ら
と
身む
く
ろ

と
は

二
つ
に
成
」
っ
た
が
、
そ
の
後
は
『
日
本
書
紀
』
の
割
注
に
書
か
れ
て
い
る

「
一あ
る

に
云い

は
く
、
天
皇
、
親
み
づ
か

ら
熊
襲
を
伐う

ち
た
ま
ひ
て
、
賊あ
だ

の
矢や

に
中あ
た

り
て

崩か
む
あ
がり

ま
し
ぬ
と
い
ふ
」
を
利
用
し
て
、「
な
が
れ
矢
」
に
当
た
っ
て
死
ん
で

し
ま
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
、『
本
朝
女
鑑
』
の
「
神
功
皇
后
」

で
は
、
仲
哀
天
皇
が
敵
軍
の
矢
に
当
た
っ
て
死
ん
だ
理
由
は
、
賢
明
な
る
神
功

皇
后
の
助
言
を
聞
か
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
了
意
が
『
日
本
書
紀
』
第
九
巻
の
内
容
を
先
に
置
き
、
次
に

第
八
巻
を
配
置
す
る
と
い
う
ふ
う
に
構
成
を
逆
に
し
た
の
は
、
先
に
神
功
皇
后

を
「
賢
明
」
な
人
物
と
し
て
設
定
し
た
う
え
で
、
そ
の
後
に
仲
哀
天
皇
に
助
言

を
し
、
そ
し
て
仲
哀
天
皇
は
「
賢
明
」
な
神
功
皇
后
の
助
言
を
聞
か
な
か
っ
た

た
め
死
ぬ
こ
と
に
し
て
、内
容
を
有
機
的
に
繋
げ
る
た
め
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、　『
日
本
書
紀
』
の
新
羅
認
識
と
了
意
の
道
徳
観

　

常
吉
由
樹
子
氏
は
「『
伽
婢
子
』
恋
愛
譚
に
見
る
了
意
の
性
愛
観
」（『
活
水

日
文
』
第
三
十
九
号
、
二
〇
〇
〇
）
で
、
了
意
の
『
伽
婢
子
』
に
お
け
る
恋
愛

譚
を
例
に
し
、
原
作
の
『
剪
灯
新
話
』
に
現
れ
た
男
女
の
露
骨
的
な
性
愛
描
写

が
了
意
の
作
品
に
は
婉
曲
な
表
現
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
了
意
な
り

の
道
徳
観
な
い
し
は
価
値
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

筆
者
も
氏
の
説
に
は
同
意
し
て
い
る
。
こ
こ
で
了
意
の
作
品
に
現
れ
た
道
徳

観
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
よ
り
幅
広
く
検
討
し
て
み
る
と
、『
狗
張
子
』

巻
五
の
第
六
話
「
杉
谷
源
次
付
男
色
之
弁
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
男
色
譚
に
つ

い
て
は
「
非
道
」
で
あ
る
た
め
、「
ま
こ
と
に
慎
む
べ
き
事
」
と
し
、『
江
戸
名

所
記
』
巻
七
の
第
九
話
「
吉
原
」
で
は
遊
郭
の
弊
害
を
指
摘
し
て
い
る
点
な
ど

が
見
出
だ
さ
れ
、
自
分
の
道
徳
意
識
が
至
る
と
こ
ろ
に
現
れ
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

　
『
本
朝
女
鑑
』の
場
合
を
み
る
と
、木
越
治
氏
は「
恋
と
死
―
西
鶴
作
品
の「
語

り
」
を
通
し
て
―
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
七
十
三
巻
三
号
、

二
〇
〇
八
）
で
、
巻
一
の
第
一
話
「
倭
迹
々
日
百
襲
媛
命
」
の
場
面
を
例
と
し

て
挙
げ
、

『
本
朝
女
鑑
』（
寛
文
元
年
刊
）
巻
一
の
一
に
は
、『
日
本
書
紀
』
崇
神
天

皇
十
年
の
条
に
よ
っ
て
四
道
将
軍
を
諸
国
に
つ
か
わ
す
際
の
詔
が
引
用
さ
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れ
て
い
る
が
、
原
文
に

　
　

 

因
り
て
詔
し
て
曰
は
く
、「
若
し
教
を
受
け
ざ
る
者
あ
ら
ば
、
乃
ち

 
兵
を
挙
げ
て
伐
て
」
と
の
た
ま
ふ
。

と
あ
る
と
こ
ろ
に
、

　
　

  

か
さ
ね
て
の
た
ま
は
く
、「
諸
国
の
と
も
が
ら
そ
む
き
奉
る
も
の
あ

ら
ば
、
み
な
こ
と
〴
〵
く
打
べ
し
。
し
た
が
ひ
奉
ら
ん
と
い
ふ
も
の

は
こ
ろ
す
こ
と
な
か
れ
」

と
い
う
傍
線
部
の
ご
と
き
一
文
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。

と
し
、「『
生
』
を
重
ん
じ
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
あ
ら
わ
に
な
っ
て
く
る
」
と
指

摘
し
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
よ
う
に
「
生
」
を
重
要
視
し
た
の
も
、
了
意
の
道

徳
観
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、『
日
本
書
紀
』
で
新
羅
を
征
伐
し
よ

う
と
し
て
い
る
目
的
が
『
本
朝
女
鑑
』
で
は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
改
変
さ
れ
て

い
る
か
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
作
業
を
通
し
て
、了
意
が『
日

本
書
紀
』
に
記
さ
れ
て
い
る
神
功
皇
后
の
新
羅
征
伐
記
事
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
と
、『
本
朝
女
鑑
』
に
記
さ
れ
て
い
る
神
功
皇
后
の

記
事
に
了
意
の
い
か
な
る
価
値
観
が
反
映
さ
れ
て
い
た
か
を
探
る
手
が
か
り
が

得
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

で
は
、『
日
本
書
紀
』
巻
九
の
「
神
功
皇
后
」
条
を
例
に
し
て
、
新
羅
へ
の

認
識
、
そ
し
て
、
征
伐
の
目
的
、
結
果
に
つ
い
て
、
筆
者
が
注
目
し
た
い
部
分

249

を
次
に
引
用
す
る
。

○ 

以お
も
ほ為

さ
く
、
祟た
た

る
所と
こ
ろ

の
神
を
知し

り
て
、
財た
か
ら宝

の
国く
に

を
求も
と

め
む
と
欲
お
も
ほ

す
。3

○ 

「
朕わ
れ

、
西
に
し
の
か
た、

財た
か
ら

の
国く
に

を
求も
と

め
む
と
欲お
も
ほす

。
若も

し
事こ
と

を
成な

す
こ
と
有
ら
ば
、

河
の
魚い
を

鉤ち

飲く

へ
」
と
の
た
ま
ふ
。4

○ 

上か
み

は
神
祗
の
霊
を
蒙か
う
ぶ

り
、
下し
も

は
群
ま
へ
つ
き
み
た
ち

臣
の
助た
す
け

に
藉よ

り
て
、
兵つ
は
も
の甲

を
振お
こ

し

て
嶮た
か

き
浪な
み

を
度わ
た

り
、
艫ふ

ね船
を
整と
と
のへ
て 

財た
か
ら

土の
く
に 

を
求
む
。5

○ 

「
初は
じ

め
神か
み

の
敎み
こ
と
を
承
う
け
た
ま
はり
て
、
将ま
さ

に
金こ
が
ね

銀し
ろ
か
ねの
国
を
授う

け
む
と
す
。
又ま
た

三み
た
む
ろ
の

軍い
く
さに
号の
り
ご
と令
し
て
曰い

ひ
し
く
、『
自み
づ
から
服こ

は
む
を
ば
な
殺こ
ろ

し
そ
』
と

い
ひ
き
。
今
既す
で

に
財た
か
ら

の
国
を
獲え

つ
。
亦ま
た

人ひ
と

自お
の

づ
か
ら
降ま
つ
ろひ
服し
た
がひ
ぬ
。
殺

す
は
不さ
が
な祥
し
」
と
の
た
ま
ひ
て
、
乃す
な
は
ち
其そ

の
縛
ゆ
は
ひ
つ
なを
解と

き
て
飼み
ま
か
ひ部
と
し

た
ま
ふ
。
遂つ
ひ

に
其
の
国
の
中な
か

に
入い

り
ま
し
て
、
重た
か
ら宝
の
府く

ら庫
を
封
め
、

図し
る
し
の籍
文ふ

み書
を
收
と
り
を
さむ
。6

○ 

仍よ

り
て
金こ
が
ね・
銀
し
ろ
か
ね・
彩
う
る
は
し
き

色い
ろ

、
及お
よ

び
綾
あ
や
き
ぬ・
羅
う
す
は
た・
縑
か
と
り
の

絹き
ぬ

を
齎も
た
ら
し
て
、

八や

十そ
か
は
ら艘
の
船ふ
ね

に
載の
せ
い
れ
て
、
官み
い
く
さ軍
に
従し
た
が
は
し
む
。
是こ
こ

を
以も

て
、
新
羅
の

王こ
き
し、
常つ
ね

に
八や

そ十
船ふ
ね

の
調み
つ
き
を
以
て
日わ
が
み
か
ど

本
国
に
貢
た
て
ま
つる
、
其そ

れ
是こ

の
縁
こ
と
の
も
とな

　

3　
 

以
為
、
知
所
崇
之
神
、
欲
求
財
宝
国
。

　

4　
 

朕
西
欲
求
財
国
。
若
有
成
事
者
、
河
魚
飲
鉤
。

　

5　

上
蒙
神
祗
之
霊
、
下
藉
群
臣
之
助
、
振
兵
甲
而
度
嶮
浪
、
整
艫
船
以
求
財
土
。

　

6　

初
承
神
敎
、
将
授
金
銀
之
国
。
又
号
令
三
軍
曰
、「
勿
殺
自
服
。」
今
既
獲
財
国
。
亦

人
自
降
服
。
殺
之
不
祥
、
乃
解
其
縛
為
飼
部
。
遂
入
其
国
中
、
封
重
宝
府
庫
、
收
図

籍
文
書
。
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り
。7

　

右
の
引
用
文
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
日
本
は
新
羅

を
「
財
宝
の
国
」「
財
国
」「
財
土
」「
金
銀
の
国
」
と
認
識
し
て
い
た
。
し
か
し
、

了
意
の
「
神
功
皇
后
」
で
は
、「
財
宝
の
国
」
ま
た
は
「
金
銀
の
国
」
な
ど
の

よ
う
な
表
現
は
も
ち
ろ
ん
、
新
羅
か
ら
金
・
銀
・
絹
を
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
内

容
は
全
て
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
れ
で
は
、
了
意
は
ど
う
し
て
こ
の
部
分
を
削
除
し
た
か
が
問
題
に
な
る
。

そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、『
本
朝
女
鑑
』
の
三
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
了
意
の
『
将

軍
記
』
第
十
七
巻
の
「
豊
臣
秀
吉
記
」
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
『
将
軍
記
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
黒
川
真
道
編
『
将

軍
記
（
二
）』（『
国
史
叢
書
』
所
収
、
友
文
社
、
一
九
一
六
）
を
利
用
す
る
こ

と
に
す
る
。

秀
吉
公
思
ひ
給
は
く
、
古
よ
り
此
方
、
支
那
・
震
旦
よ
り
、
我
が
朝
を
取

ら
ん
と
せ
し
事
は
度
々
に
し
て
、
日
本
よ
り
異
国
を
打
つ
事
は
、
神
功
皇

后
の
昔
、
新
羅
・
百
済
・
高
麗
の
三
韓
を
征
伐
し
給
ひ
て
よ
り
此
方
、
数

千
歳
に
例
た
め
しな
し
。

　

7　

仍
齎
金
銀
彩
色
及
綾
・
羅
・
縑
絹
、
載
于
八
十
艘
船
、
令
従
官
軍
。
是
以
、
新
羅
王
、

常
以
八
十
船
之
調
貢
于
日
本
国
、
其
是
之
縁
也
。

　

右
の
引
用
文
を
見
る
と
、
文
禄
・
慶
長
の
役
以
前
に
中
国
が
日
本
を
攻
撃
し

た
こ
と
は
よ
く
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
高
麗
・
モ
ン

ゴ
ル
の
連
合
軍
が
日
本
を
攻
撃
し
た
こ
と
以
外
は
、
日
本
は
歴
史
上
一
度
も
外

国
か
ら
の
侵
略
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
支
那
・
震
旦
よ
り
、

我
が
朝
を
取
ら
ん
と
せ
し
事
は
度
々
に
し
て
」
と
い
う
表
現
は
高
麗
・
モ
ン
ゴ

ル
の
連
合
軍
に
よ
る
日
本
攻
撃
が
当
時
の
日
本
に
と
っ
て
ど
れ
だ
け
大
き
な
衝

撃
と
し
て
残
っ
て
い
た
か
を
窺
わ
せ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
と
共
に
注
目
し
た
い

の
は
、
高
麗
・
モ
ン
ゴ
ル
の
連
合
軍
に
よ
る
日
本
攻
撃
と
対
比
的
に
、
日
本
が

先
に
他
国
を
攻
撃
し
た
の
は
神
功
皇
后
の
た
だ
一
回
の
み
で
あ
る
と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
了
意
が
『
日
本
書
紀
』
に
書
か
れ
て
い
る
神
功
皇
后
の
新
羅
征

伐
記
事
に
つ
い
て
、
高
麗
・
モ
ン
ゴ
ル
の
連
合
軍
に
よ
る
日
本
攻
撃
と
同
じ
よ

う
な
レ
ベ
ル
で
言
及
し
て
い
る
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
神
功
皇
后
が

た
と
え
神
か
ら
の
神
託
を
受
け
た
と
し
て
も
、
結
果
的
に
金
・
銀
・
宝
物
を
奪

い
取
り
、
更
に
は
地
図
・
戸
籍
・
書
籍
ま
で
持
ち
帰
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
何

も
正
当
な
理
由
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

了
意
の
道
徳
観
に
よ
れ
ば
、『
日
本
書
紀
』
の
神
功
皇
后
の
行
動
は
盗
賊
行
為

と
し
て
し
か
理
解
出
来
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
了
意
は
神
託
の
部
分
を
削
除
し
、
神
功
皇
后
が
日
本
を
巡
る

国
際
情
勢
を
把
握
・
判
断
し
、
新
羅
を
征
伐
す
る
こ
と
の
必
然
性
を
提
示
す
る

内
容
に
変
更
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
神
功
皇
后
が
、
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敵
に
向
ひ
旗
を
す
ゝ
め
ん
時
、
軍
兵
ど
も
欲
心
に
ひ
か
れ
て
、
財た

か
らに

目
を

か
け
、
味
方
の
備
を
乱
し
た
ら
ば
、
敵
の
虜
と
な
る
べ
し
。
よ
く
慎
し
め

や
。
私
を
構
へ
、
戦
に
お
こ
た
り
あ
ら
ば
、
罪
に
行
ふ
べ
し
。

と
し
、
兵
士
た
ち
に
「
財
に
目
を
か
け
」
ず
に
、「
私
を
構
へ
、
戦
に
お
こ
た
」

ら
な
い
よ
う
強
調
す
る
の
は
、『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
神
功
皇
后
が
、
新
羅

を
征
伐
し
に
行
っ
た
目
的
が
金
・
銀
・
宝
物
を
奪
い
取
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と

を
意
識
し
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
日
本
書
紀
』
で

は
「
財
宝
の
国
」
新
羅
征
伐
だ
け
が
重
要
な
目
的
と
な
っ
て
い
て
、
高
句
麗
と

百
済
へ
の
征
伐
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
に
扱
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
羅
唐

連
合
軍
が
百
済
を
攻
撃
す
る
と
、
日
本
は
百
済
に
援
軍
を
送
る
な
ど
、
百
済
と

は
友
好
関
係
に
あ
り
、
反
対
に
百
済
を
滅
亡
さ
せ
た
新
羅
に
対
し
て
は
敵
対
意

識
が
あ
っ
た
こ
と
が
反
映
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
『
八
幡
愚
童
訓
』

に
な
る
と
、「
異
国
」
の
日
本
攻
撃
が
先
に
配
置
さ
れ
、
神
功
皇
后
の
「
異
国

征
伐
」
の
目
的
が
仇
討
ち
に
な
る
。
そ
し
て
、『
本
朝
女
鑑
』
に
な
る
と
最
初

か
ら
征
伐
の
対
象
を
新
羅
へ
と
限
定
し
な
い
で
、
異
国
熊
襲
が
「
お
の
づ
か
ら

従
」
う
た
め
に
は
「
こ
の
三
の
国
」
を
従
わ
せ
、朝
貢
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、

こ
の
た
め
に
は
ま
ず
新
羅
を
征
伐
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
再
設
定
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

五
、　
満
珠
と
干
珠
の
利
用
様
相

　

次
に
、
第
二
節
で
提
示
し
た
表
を
見
る
と
、
⑤
か
ら
⑧
ま
で
は
『
日
本
書
紀
』

よ
り
も
『
八
幡
愚
童
訓
』
か
ら
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
例
え
ば
、『
日
本
書
紀
』
で
は
、
敵
軍
の
中
に
、
力
強
く
て
体
に
は
翼
が

あ
り
、
空
中
を
よ
く
飛
び
回
る
「
羽
白
熊
鷲
」
と
い
う
妖
怪
が
登
場
す
る
。
そ

れ
が
『
本
朝
女
鑑
』
で
は
「
塵ち
り

輪わ

」、『
八
幡
愚
童
訓
』
で
は
「
塵ち
り

輪り
ん

」
と
い
う

も
の
に
な
り
、
振
り
仮
名
は
異
な
る
も
の
の
結
局
同
じ
対
象
を
指
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、『
日
本
書
紀
』
に
は
登
場
し
な
い
「
満
珠
」

（
波
が
大
き
く
立
ち
上
が
っ
て
国
全
体
を
水
に
沈
め
さ
せ
る
玉
）と「
干
珠
」（
水

を
干
上
が
ら
せ
る
玉
）
と
い
う
二
つ
の
玉
を
使
う
こ
と
、
神
功
皇
后
が
大
き
な

磐
石
に
弓
の
筈
で
「
新
羅
・
高
麗
・
百
済
の
大
王
は
、
わ
が
日
本
の
犬
な
り
」

と
書
い
た
こ
と
ま
で
『
八
幡
愚
童
訓
』
と
一
致
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
了
意
は
『
八
幡
愚
童
訓
』
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
そ
の
代
表
的
な
例
と
し
て
、
新
羅
を
攻
撃
す
る
時
に
、
海
の
神

で
あ
る
阿
刀
部
の
磯
良
か
ら
借
り
て
使
っ
た
「
満
珠
」
と
「
干
珠
」
の
使
用
順

序
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

そ
れ
で
は
、
次
に
筆
者
が
問
題
と
し
た
い
『
八
幡
愚
童
訓
』
の
内
容
を
引
用

す
る
。
な
お
、本
稿
に
お
け
る
『
八
幡
愚
童
訓
』
の
テ
キ
ス
ト
は
小
野
尚
志
『
八

幡
愚
童
訓
諸
本
研
究
―
論
考
と
資
料
―
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
一
）
所
載

の
甲
類
の
寛
文
版
を
利
用
す
る
こ
と
に
す
る
。
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こ
ゝ
に
高か
う

麗ら
い

の
国こ
く

王わ
う

大た
い

臣し
ん

大
き
に
嘲
哢
し
け
れ
ば
、
す
な
は
ち
副
将
軍
高

良
に
お
ほ
せ
て
白
色
の
玉
を
う
み
へ
入
給
ふ
。
此
玉
を
な
げ
給
ふ
ゆ
へ
に

こ
そ
高
良
を
ば
玉た
ま

垂た
る

の
宮
と
は
申
け
れ
。旱か
ん

珠し
ゆ

す
で
に
う
み
に
入
し
か
は
、

う
し
ほ
み
な
干ひ

て
陸く
が

地ぢ

と
な
る
。
異い

国こ
く

の
ぐ
ん
び
や
う
よ
ろ
こ
ん
で
、
ふ

ね
よ
り
お
り
て
せ
め
来
る
。①
日
本
の
ふ
ね
を
ば
小せ

う

龍り
う

下
に
あ
る
ゆ
へ
に
、

水
を
出
し
て
う
か
へ
た
り
。
異い

賊ぞ
く

を
は
る
か
に
見
く
だ
し
て
、
②
又
青
色

の
玉
を
入
給
ふ
に
、
海か

い

水す
い

み
な
き
り
て
眇べ

う

々〳
〵

た
り
邦ば

う

野や

は
湛た

ん

々〳
〵

た
る
江が

う

湖こ

た
り
。
草
木
み
な
み
く
づ
と
な
り
、
敵て

き

軍ぐ
ん

す
で
に
魚う

を

と
な
る
。
こ
れ
に
よ

て
、
異
国
の
王わ

う

臣し
ん

た
へ
か
ね
て
ち
か
ひ
こ
と
を
た
て
ゝ
申
さ
く
、「
我
等

日
本
の
犬
と
な
り
日
本
を
し
ゆ
ご
す
べ
し
。
毎
年
八
十
艘そ
う

の
御
年ね
ん

貢ぐ

を
そ

な
へ
奉
る
べ
し
。
ま
つ
た
く
け
だ
い
す
べ
か
ら
ず
。
若も
し

敵て
き

心し
ん

あ
ら
は
天
道

の
せ
め
を
蒙
か
う
む
るべ
し
」
と
申
時
、
③
皇く

は
う

后ぐ
う 

御を
ん

弓た
ら
しの

は
づ
に
て
大
ば
ん
じ
や

く
の
上
に
「
新し

ん

羅ら

国こ
く

の
大
王
は
日
本
の
い
ぬ
な
り
」
と
書か

き

つ
け
さ
せ
た
ま

ひ
御
鉾ほ

こ

を
王わ

う

宮ぐ
う

の
門
前
に
立
を
か
せ
給
ひ
て
御
帰き

朝て
う

あ
り
け
り
。

　

神
功
皇
后
が
新
羅
へ
と
進
撃
し
た
時
、
敵
軍
は
「
十
万
八
千
艘
に
四
十
九
万 

六
千
余
人
」
の
兵
士
が
乗
っ
て
、
鶴
翼
陣
を
作
っ
た
り
、
魚
鱗
陣
を
作
っ
た
り

し
な
が
ら
、
ま
る
で
雨
の
よ
う
に
矢
を
放
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
強
く
抵

抗
し
な
が
ら
、
右
の
引
用
文
の
よ
う
に
高
麗
の
王
が
神
功
皇
后
を
嘲
る
と
、
神

功
皇
后
は
副
将
軍
高
良
に
命
じ
て
、
干
珠
を
海
に
投
げ
さ
せ
た
。
す
る
と
、
海

が
陸
地
に
な
っ
た
の
で
、
敵
軍
は
船
か
ら
降
り
て
陸
路
で
攻
撃
し
て
来
た
と
記

さ
れ
て
い
る
が
、こ
こ
で
一
つ
状
況
的
に
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

現
在
戦
闘
が
行
わ
れ
て
い
る
所
は
海
の
上
で
あ
り
、
神
功
皇
后
が
高
良
に
命
じ

て
干
珠
を
投
げ
さ
せ
る
こ
と
で
、
戦
場
と
な
っ
て
い
る
海
が
陸
地
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
な
ら
ば
、
神
功
皇
后
の
船
は
一
体
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
の
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、『
八
幡
愚
童
訓
』
で
は
①
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、「
日

本
の
ふ
ね
を
ば
小
龍
下
に
あ
る
ゆ
へ
に
、
水
を
出
し
て
う
か
へ
た
り
」
と
し
て

い
る
。「
小
龍
下
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
具
体
的
に
何
を
い
う
の
か
判
然
と

し
な
い
が
、『
八
幡
愚
童
訓
』
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
作
り
出
す
こ
と

に
よ
っ
て
、陸
地
の
上
に
船
が
立
っ
て
い
る
と
い
う
矛
盾
を
避
け
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
敵
軍
が
陸
路
で
攻
撃
し
て
来
る
と
、
②
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
高
良

が
満
珠
を
投
げ
た
ら
陸
地
は
再
び
海
に
な
り
、
高
麗8

の
兵
士
た
ち
は
降
伏
し

た
。
そ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て
は
③
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、「
皇
后
御
弓
の
は

づ
に
て
大
ば
ん
じ
や
く
の
上
に
『
新
羅
国
の
大
王
は
日
本
の
い
ぬ
な
り
』
と
書

つ
け
さ
せ
た
ま
ひ
御
鉾
を
王
宮
の
門
前
に
立
を
か
せ
」
た
の
で
あ
る
。
こ
の
状

況
を
詳
し
く
見
る
と
、
神
功
皇
后
が
高
麗
の
地
の
中
に
入
っ
て
こ
そ
磐
石
の
上

に
文
章
を
書
く
こ
と
が
出
来
る
は
ず
で
あ
る
が
、『
八
幡
愚
童
訓
』
の
記
事
で

は
神
功
皇
后
が
新
羅
の
陸
地
に
上
が
っ
た
記
述
は
な
く
、
海
の
上
に
磐
石
も
あ

り
、
高
麗
の
王
が
住
ん
で
い
る
王
宮
も
そ
こ
に
あ
る
よ
う
な
記
述
に
な
っ
て
い

　

8　
『
八
幡
愚
童
訓
』
は
神
功
皇
后
が
高
麗
の
兵
士
た
ち
と
戦
争
を
行
う
こ
と
と
し
て
設
定

さ
れ
て
お
り
、
時
代
的
に
は
矛
盾
す
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、『
八
幡
愚
童
訓
』
の
成
立

時
期
が
高
麗
・
モ
ン
ゴ
ル
の
連
合
軍
に
よ
る
日
本
攻
撃
の
後
で
あ
る
た
め
、
征
伐
の

対
象
を
高
麗
と
し
て
設
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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る
。

　

こ
の
よ
う
な
あ
い
ま
い
な
表
現
、ま
た
は
論
理
的
な
矛
盾
を
避
け
る
た
め
に
、

了
意
は
干
珠
と
満
珠
の
使
用
順
序
を
換
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
敵
軍
と
の

戦
い
の
過
程
も
最
小
限
に
省
略
し
た
。「
神
功
皇
后
」
の
記
述
は
次
の
通
り
で

あ
る
。冬

十
月
に
い
た
り
て
、
飛か
ぜ
の
か
み廉は

追
風
を
お
こ
し
、
陽う
み
の
か
み侯は

波
を
あ
げ
、
海

中
の
大
魚
共
は
、
龍
神
の
仰
に
よ
り
て
、
御
舟
を
波
の
上
に
さ
し
は
さ
み
、

時
の
ま
に
、
新
羅
の
国
に
つ
き
た
ま
ふ
。
武
内
宿
禰
ま
づ
満
し
ほ
み
つ

珠た
ま

を
海
に

な
げ
し
に
、
潮
大
に
み
ち
て
国
中
を
ひ
た
す
。〈
中
略
〉
ま
づ
兵
船
一
万

余
艘
を
も
つ
て
、
防
ぎ
け
れ
ど
も
か
な
は
ず
。
満
る
潮
に
ひ
か
れ
て
、
逃

る
と
は
な
し
に
都
に
入
来
る
。
皇
后
の
舟
は
、
追お
つ

か
く
る
に
も
あ
ら
ず
し

て
、
敵
の
跡
よ
り
都
の
内
へ
乱
れ
入
け
れ
ば
、
新
羅
王
を
初
め
て
、
臣
下

国
民
み
な
肝
を
消
し
、
神
た
ま
し
ひを
う
し
な
ひ
、
あ
わ
て
ふ
た
め
く
。〈
中
略
〉

大
王
す
な
は
ち
国
の
璽し
る
しを
さ
ゝ
げ
、
皇
后
の
御
舟
に
む
か
ひ
、
頭
を
叩
き

て
申
さ
く
、「
今
よ
り
後
、
永
く
日
本
に
従
ひ
臣
下
と
な
り
、
年
毎
の
み

つ
ぎ
も
の
を
奉
ら
ん
」
と
て
、
大だ
い

誓せ
い

言ご
ん

を
い
た
し
け
れ
ば
、
武
内
宿
禰
ま

た
干
し
ほ
ひ
る

珠た
ま

を
海
に
な
げ
入
る
ゝ
に
、
そ
の
潮
立
ど
こ
ろ
に
干
あ
が
り
た
り
。

皇
后
、
新
羅
の
地
に
あ
が
ら
せ
給
ひ
、
鋒
を
大
王
の
門
に
た
て
給
ふ
。
高

麗
百
済
聞
お
よ
び
て
、
皆
ま
ゐ
り
て
降
参
し
、
も
ろ
〳
〵
の
宝
物
を
さ
ゝ

げ
た
り
。
皇
后
は
、
大
王
の
門
外
な
る
磐
石
の
面お
も
て

に
、「
新
羅
高
麗
百
済

の
大
王
は
、
わ
が
日
本
の
犬
な
り
」
と
、
弓
の
筈
に
て
か
き
給
ふ
に
、
後

ま
で
も
そ
の
文
字
き
え
ず
。
皇
后
そ
れ
よ
り
日
本
に
帰
陣
あ
り
。

　

右
の
引
用
文
を
見
る
と
、
武
内
宿
禰
が
先
に
投
げ
た
の
は
満
珠
で
あ
り
、
新

羅
の
国
全
体
が
水
没
す
る
と
、新
羅
の
兵
士
は
船
一
万
余
艘
で
防
ご
う
と
し
た
。

し
か
し
、
溢
れ
る
波
に
流
さ
れ
る
ま
ま
新
羅
の
兵
士
は
逃
げ
も
せ
ず
、
神
功
皇

后
の
兵
士
は
追
う
こ
と
も
な
く
、
神
功
皇
后
の
軍
は
新
羅
の
都
城
の
中
に
入
り

込
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
新
羅
の
王
が
恐
れ
を
な
し
て
降
伏
す
る
と
、
神
功

皇
后
は
武
内
宿
禰
に
命
令
し
て
干
珠
を
投
げ
さ
せ
た
。
す
る
と
、
海
水
は
す
ぐ

干
上
が
り
、
神
功
皇
后
は
新
羅
の
地
に
上
が
っ
て
磐
石
の
表
面
に
「
新
羅
高
麗

百
済
の
大
王
は
、わ
が
日
本
の
犬
な
り
」
と
書
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

了
意
は
干
珠
と
満
珠
の
使
用
順
序
を
逆
転
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
八
幡
愚

童
訓
』
の
「
ふ
ね
を
ば
小せ
う

龍り
う

下
に
あ
る
ゆ
へ
に
、
水
を
出
し
て
う
か
」
ん
で

い
た
と
い
う
と
こ
ろ
や
、
神
功
皇
后
が
陸
地
に
上
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
あ
い

ま
い
で
矛
盾
す
る
内
容
を
合
理
的
な
内
容
に
改
変
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、『
八
幡
愚
童
訓
』
に
は
戦
闘
の
様
子
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
が
、『
本

朝
女
鑑
』「
神
功
皇
后
」
で
は
、「
満
る
潮
に
ひ
か
れ
て
、
逃
る
と
は
な
し
に
都

に
入
来
る
。
皇
后
の
舟
は
、
追
か
く
る
に
も
あ
ら
ず
し
て
、
敵
の
跡
よ
り
都
の

内
へ
乱
れ
入
け
れ
ば
」
と
簡
潔
な
言
及
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
理
由
と
し

て
考
え
ら
れ
る
こ
と
の
一
つ
は
、
先
に
引
用
し
た
木
越
治
氏
の
論
考
で
言
及
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、「
生
」
を
重
視
す
る
了
意
の
姿
勢
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
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い
う
こ
と
、
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
両
者
の
編
纂
態
度
が
異
な
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。『
八
幡
愚
童
訓
』
は
高
麗
・
モ
ン
ゴ
ル
の
連
合
軍
に
よ
る
日

本
攻
撃
の
後
に
成
立
し
、
日
本
の
国
内
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
潮
し
て
い
た

時
で
あ
っ
た
た
め
、
高
麗
の
兵
士
を
ど
の
よ
う
に
破
る
か
と
い
う
点
に
重
点
が

置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、『
本
朝
女
鑑
』
は
女
性
を
啓
蒙
さ
せ
る
た
め
に
編

纂
さ
れ
た
も
の
で
、
読
者
も
主
に
女
性
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
戦
争
の
様

子
に
関
す
る
詳
し
い
記
述
よ
り
は
神
功
皇
后
の
朝
鮮
半
島
征
伐
自
体
に
関
す
る

知
識
を
伝
え
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

六
、　
お
わ
り
に

　
『
日
本
書
紀
』
に
書
か
れ
て
い
る
神
功
皇
后
の
朝
鮮
半
島
征
伐
の
記
事
は
神

功
皇
后
が
神
託
を
受
け
、
新
羅
を
攻
撃
し
、
金
と
銀
を
は
じ
め
、
多
く
の
宝
物

と
絹
を
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
が
史
実
で
あ
る
か
ど
う
か
と

い
う
点
に
筆
者
の
関
心
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
話
が
〈
は
じ
め
に
〉
で
紹
介

し
た
多
く
の
書
物
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
前
近
代
の
日
本
人
は
こ
の
話

を
史
実
と
し
て
捉
え
て
い
た
か
、
そ
う
で
な
く
と
も
こ
の
よ
う
な
知
識
が
広
く

共
有
さ
れ
る
こ
と
で
、
韓
国
に
対
す
る
優
越
意
識
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は

確
か
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
こ
の
作
品
が
当
時
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
で
あ
っ
た

了
意
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
整
版
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
、
当
代
、

及
び
後
代
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
に
十
分
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
了
意
が
『
日
本
書
紀
』
と
『
八
幡
愚
童
訓
』
の
よ
う
な

先
行
作
品
を
い
か
な
る
形
で
改
変
し
な
が
ら
文
学
化
し
た
か
に
つ
い
て
考
察
を

試
み
た
。

　

例
え
ば
、
①
『
日
本
書
紀
』
で
の
神
功
皇
后
は
神
託
を
受
け
て
、
新
羅
を
征

伐
す
る
こ
と
を
仲
哀
天
皇
に
助
言
し
て
い
る
が
、
了
意
は
日
本
を
取
り
巻
く
周

辺
の
国
際
情
勢
と
動
向
を
把
握
し
、
新
羅
征
伐
の
当
為
性
を
提
示
す
る
と
い
う

「
賢
明
」
で
人
間
的
な
能
力
が
強
調
さ
れ
た
人
物
と
し
て
神
功
皇
后
を
設
定
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
②
『
日
本
書
紀
』
の
場
合
、
新
羅
を
征
伐
す
る
目
的
が
単

純
に
金
・
銀
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
宝
物
を
持
ち
帰
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、

了
意
は
神
功
皇
后
の
盗
賊
行
為
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
削
除
し
て
お
り
、
そ
こ

に
は
了
意
な
り
の
道
徳
観
及
び
『
日
本
書
紀
』
に
対
す
る
認
識
を
伺
う
こ
と
が

出
来
る
。
ま
た
、
③
『
八
幡
愚
童
訓
』
に
お
け
る
戦
闘
場
面
の
矛
盾
を
改
め
、

満
珠
と
干
珠
の
利
用
順
序
を
逆
転
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
い
ま
い
さ
と
矛

盾
を
き
た
さ
ぬ
よ
う
に
再
編
成
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
筆
者
は
、『
本
朝
女
鑑
』
の
「
神
功
皇
后
」
の
み
を
対
象
に
考
察
を

試
み
た
が
、
今
後
は
『
本
朝
女
鑑
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
八
十
五
人
の
女
性
全

て
を
考
察
し
、
ど
の
よ
う
な
編
纂
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
究
明

す
る
作
業
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
視
野
を
さ
ら
に

広
げ
、
中
国
や
朝
鮮
の
女
訓
書
と
比
較
し
た
時
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
見
出
さ

れ
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
も
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。
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【
付
記
】

　

本
稿
は
「『
本
朝
女
鑑
』「
神
功
皇
后
」
考
察
―
『
日
本
書
紀
』『
八
幡
愚
童
訓
』

の
利
用
様
相
を
中
心
に
―
」（『
日
本
思
想
』
第
二
十
二
号
、
韓
国
日
本
思
想
史

学
会
、
二
〇
一
二
）
と
し
て
韓
国
で
掲
載
さ
れ
た
筆
者
の
論
考
を
日
本
語
に
改

め
、
大
幅
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
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